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地域の見守り活動に役立ててください

　

農
地
法
の
許
可
を
要
さ
ず
に
次
の
理
由
な

ど
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
人

●
相
続
（
遺
産
分
割
・
包
括
遺
贈
を
含
む
）

●
法
人
の
合
併
・
分
割

●
時
効

　

届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
け

出
を
し
た
と
き
は
、
罰
則
の
規
定
が
あ
り
ま

す
。

　

ご
希
望
に
よ
り
、
地
元
で
農
地
の
借
り
手

を
探
し
て
紹
介
し
た
り
、
農
地
の
管
理
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
須
恵
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
９
３
２
・
１
４
３
８（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１
（
内
線
２
１
３
）

　

町
の
農
業
委
員
は
９
人
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
７
人
が
選
挙
で
選
ば
れ
、

残
り
の
２
人
は
粕
屋
農
業
協
同
組
合
理
事
か

ら
１
人
、
議
会
か
ら
１
人
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
23
年
７
月
18
日
か
ら
平
成
26

年
７
月
19
日
ま
で
で
す
。

　

須
恵
町
の
農
業
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
選
　
挙

百　

田　

幸　

敏
（
佐　

谷
）

中
牟
田　

隆　

典
（
上
須
恵
）

今　

泉　

正　

昭
（
須　

恵
）

御
手
洗　

美　

成
（
甲
植
木
）

稲　

永　

義　

忠
（
乙
植
木
）

渡　

邉　

正　

勝
（
旅　

石
）

安　

髙　

雅　

美
（
新　

原
）

▼
粕
屋
農
業
協
同
組
合
理
事

中
牟
田　

恭　

志
（
上
須
恵
）

▼
議
会
推
薦
委
員

松　

山　

力　

弥
（
佐　

谷
）

農
業
委
員
会
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
！

相
続
な
ど
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
と
き
は

届
け
出
が
必
要
な
人

須
恵
町
の
農
業
委
員

届
け
出
を
し
な
か
っ
た
ら

農
業
委
員
会
は

長期間活躍された御手洗さん
（写真左）

「子どもをより安全に」と
手渡されました

商
工
会
だ
よ
り

12
月
号

　

７
月
24
日
（
日
）
の
発
売
後
、
大
好
評

の
う
ち
に
完
売
致
し
ま
し
た｢

須
恵
町
得

す
る
商
品
券｣

の
使
用
有
効
期
限
が
近
づ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
お
手
元
に
お
持
ち
の
人
は
忘
れ

ず
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▼
使
用
有
効
期
限　
12
月
31
日
（
土
）

※
使
用
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
つ
い

て
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
や
在
学

中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

３
０
０
万
円
以
内

▼
利
　
率　
年
２
・
55
％
（
母
子
家
庭
の

人
は
年
２
・
15
％
）（
固
定
金
利
、
11

月
10
日
現
在
）

▼
返
済
期
間　
15
年
以
内
（
交
通
遺
児
家

庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
人
は
18
年
以

内
）

▼
使
い
み
ち　
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科

書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷

金
・
家
賃
な
ど

▼
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

み
な
さ
ん
に
「
災
害
特
例
措
置
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育

ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
５
７
・
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ

　

イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

｢

須
恵
町
得
す
る
商
品
券｣

使
用
有
効
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の

ご
案
内

新
原
「
再
」
発
見

　

石
碑
の
作
り
方
も
分
か
り
ま
し
た
。
石
碑

は
、
土
台
か
ら
大
き
な
石
材
を
組
み
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
特
に
石
碑
本
体
は
、
10
メ
ー
ト

ル
近
い
石
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
大

き
さ
の
石
は
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
取
ら
な
い

そ
う
で
す
。
県
内
で
も
、
あ
ま
り
類
例
が
な

い
大
き
さ
で
あ
る
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
石
碑
は
、
昭
和
12
年
に
海
軍
炭
鉱
の

創
業
50
周
年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

新
原
公
園
内
に
は
ほ
か
の
石
碑
も
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
若
杉
山
で
採
れ
る
蛇
紋
岩
、

通
称
「
青
石
」
を
素
材
と
す
る
も
の
が
大
半

を
占
め
ま
す
。
そ
の
中
で
、
突
出
し
た
規
模

を
誇
り
、
風
化
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
ま
で

完
成
当
初
の
姿
を
残
す
「
海
軍
炭
鉱
創
業
記

念
碑
」
は
、
当
時
の
海
軍
炭
鉱
の
持
つ
力
の

大
き
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
新
原
に
つ
い
て
の
話
で
す
。
10
月

13
日
に
区
の
老
人
会
の
会
合
で
、
新
原
の
歴

史
に
つ
い
て
講
演
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
13
日
に
は
、
す
こ
や
か
文
化
財

ウ
ォ
ー
ク
で
新
原
公
園
と
地
蔵
堂
を
訪
れ
ま

し
た
。
新
原
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で
、
新
し

い
事
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

新
原
公
園
内
に
あ
る
「
海
軍
炭
鉱
創
業
記

念
碑
」
に
つ
い
て
、
新
し
い
事
実
が
分
か
り

ま
し
た
。
石
碑
裏
面
の
左
隅
に
「
博
多
蓮
池

町　

山
野
善
次
郎
」
と
い
う
名
前
が
彫
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
山
野
さ
ん
を
調
べ
る
と
、
孫

の
山
野
浩
さ
ん
が
現
在
も
石
材
店
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
早
速
山
野
さ

ん
に
連
絡
を
取
り
、
石
碑
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
石
材
は
、
山
口
県

徳
山
市
の
沖
合
に
あ
る
黒
髪
島
で
取
れ
る

「
徳
山
石
」
と
呼
ば
れ
る
石
を
用
い
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

こ
の
石
は
、
硬
質
で
耐
久
性
に
優
れ
て
お

り
、
粗
目
で
青
味
が
か
っ
た
グ
レ
ー
の
色
合

い
が
特
徴
で
す
。
古
く
よ
り
墓
石
材
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
会
議
事
堂
を
は

じ
め
と
す
る
著
名
な
建
築
物
に
も
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
阪
城
築
城
の
こ
ろ
か
ら
石
の

採
掘
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　第 10 回須恵町チャリティーゴ
ルフ大会（須恵町商工会主催）が、
10 月５日（水）に筑紫野市の筑
紫野カントリークラブで行われま
した。
　この大会には、会員とチャリ
ティー賛同者など 199 人が参加し
ました。この大会の寄付金が須恵
町社会福祉協議会ほか町内の３福
祉団体ならびに東日本大震災復興
支援に贈呈されました。

　多年にわたって須恵町の充実発展
ために献身的な尽力をし、その功績
が顕著であるとして、御手洗寿乃さ
ん（甲植木区）が、自治功労表彰を
受けられました。
　御手洗さんは、町議会議員として
平成３年の初当選から今年４月末の
任期満了まで、約 20 年間の長きに
わたり務められました。

　10 月 13 日（木）、福岡県トラッ
ク協会福岡支部粕屋分会２部会
が、豊釜水子校長（須恵第三小学
校）に安全ベストを 27 枚贈呈さ
れました。
　この安全ベストは、各小中学校
のイベント、交通指導などの地域
見守り活動に使用されています。

福祉のために
役に立ててください

御手洗寿乃さん
自治功労表彰


